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Abstract. This paper aims to report on the result of the research on educational and learning experiences which teachers, be taking

into service within three years, have had in the Faculty of Education, Graduate School of Education, Hiroshima University. The

joint section of education and teacher education in the Faculty of Education, Graduate School of Education planed and implemented

the research according to the plan of a middle period for six years since 2∝川・

The aim of the research is to clarify educational and learning experiences which teachers, be taking into service within three years,

have had in the Faculty of Education, Graduate School of Education, Hiroshima University and to make the use of the result to

improve the curriculum on the Faculty and Graduate School.

1.本調査報告の目的

本報告は, 2005年4-5月にかけて,法人化に

伴い教育学部・教育学研究科が策定した中期計画

に従い,教育部会長と教育実習部会長が共同して

学士課程(学部)教育と大学院教育の改善のため

に実施した新採用3年以内の卒業生・修了生の現

職教月に対する学部・大学院時代の教育・学習経

験を調査した結果を報告することを目的として

いる。

本調査は,教育学部・教育学研究科の学士課程

教育,大学院教育カリキュラムを再構築する際,

その基礎的なデータとして利用するために,採用

間もない現職教員から見た本教育学部・大学院教

育学研究科の教育経験に関する意見聴取を行った

ものである。

実施理由は,第1に, 2004 (平成16)年度から

6年間の教育学部・教育学研究科の中期計画に,

新教育学部・教育学研究科として発足して6年す

ぎ,各課程のカリキュラムの問題点を改善しさら

によいよい教育を実施することが求められている

からである。第2は　2006 (平成18)年度から教

育プログラム制が開始され, 「特色ある教育実習」

の構築が求められ,さらには,教職大学院の設立

が計画されているなど,教育学部・教育学研究科

の学士課程教育,大学院教育カリキュラムの再構

築が迫られているからである。

以下では,調査内容,調査結果の概要を報告し,

調査結果から導かれる学部・大学院カリキュラム

の問題点と改善点を示すことにしたい。

2.調査内容

2.1調査日的

教育学部・学校教育学部,教育学研究科・学校

教育研究科を卒業・修了し,ここ3年間に正採用

された教員を対象にし,学部・研究科時代の教

育・学習経験の実態を調査することである。
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2.2　調査内容　　　　　　　　　　　　　　　　　教員生活における各領域の力量について問うてい

調査用紙は,資料1のとおりである。項目は21　る。これらの4つの大項目に関連して,学部・大

項目,設定しているが,大きく,I.入学時の期　　学院時代の教育・学習経験と,現在の教員生活か

待,Ⅱ.学部・大学院の教育・学習経験,Ⅲ.学　　ら見たその評価内容を調査し収集することをねら

部・大学院の教育・学習経験の成果と評価,Ⅳ.　っている。

資料1調査票

新採用3年以内の教員における

広島大学時代の教育・学習経験に関する調査

この調査は,広島大学教育学部・教育学研究科の教育活動を改善するために,教育学部・学

校教育学部,教育学研究科・学校教育研究科の卒業生・修了生で,ここ3年間で正採用された

教員のみなさんへ,学部・研究科時代の教育・学習経験の実態を明らかにすることを目的にし

たものです。調査の結果は,学術的な目的で統計的に処理しますので,個人的にご迷惑をおか

けすることはありません。また,その結果を当学部・研究科の教育改善に活かす予定ですので,

よろしくご協力いただきますようお願いします。なお,提出の期限,提出方法につきましては,

下記のようにお願いいたします。

平成17年4月　大学時代の教育・学習経験に関する調査

広島大学・教育学部・教育学研究科

提出期限:平成17年5月20日(金)までに,ご投函ください。

提出方法:同封の封筒に入れ,郵送にてご返送ください。

※質問は全部で21問,回答に要する時間は約20分です。最後までお答えいただくようお願いします。

現在の所属(必ずご記入ください)

所属都道府県　　　(　　　　　　　　　　　　)

学校種

設置形態

主担当教科

出身学部コース名

出身大学院専攻・専修名

大学人学年(西暦)

性　別

年　齢

(小学校　　中学校　　高等学校　　盲学校　　聾学校　　養護学校

そのほか(

(国・公立学校　　私立学校

そのほか(

)年
男　　　　　　女

(　　　)歳
出身都道府県(回答は任意です)

[∃大学の所在地と同じ　　回大学の所在地とは別　[召海外

学部卒業から現在までの期間について該当する番号に○を付けてください。

口1年　　回2年　　回3年　回4年　回5年　回6年以上

正教諭採用後の教育活動従事期間について該当する番号に○を付けてください。

巨]1年　[司2年　[司3年
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I.広島大学教育学部入学時のことについてうかがいます

間1.あなたはどのような学習を期待して広島大学に入学しましたか。それぞれあてはまるものを選んでください。

期待せ ず あまり期待せず ある程度期 待 期待 していた

堆 薬 事 郎 撥 牽 軒 …:~守 一_さノ.手ニー

授業以外の個 人的学習 1 2 3 4

・将来 申磯郵 こ串 痺 報 畑 ■ 畑 、-_;寸 〕・ 王 寺 ~こ三~こ; .;_・・.…..亘言.;・:!.;.:~

自分の興味・関心を満たす学習 1 2 3 4

Ⅱ.教育学部・教育学研究科の教育・学習経験についてうかがいます

間2.あなたは,教育学部の授業が行われている期間に,以下の活動に1週間で平均どのくらいの時間を費やしま

したか。それぞれあてはまるものを選んでください。

0 時 間 1 - 5 6 -10 1ト15 16-20 2 ト2 5 2 6 -3 0
3 1 時 間

以 上

授 業 の 準 備 の た め の 学 習 1 2 3 4 5 6 7 8

率 物 象 嗅 頸 華 締 結 ・譲 、ノー′ 、._2 ~~ __ 壽 _一　一 牟 ~ ・、_5 ・・・、、_- ・、~ 、6、._こ_ ._7 こ:__:一一~__- 二 名一一一~_-

授 業 と は 関 係 の な い 学 習 1 2 3 4 5 6 7 8

サ ー ク ル ・ ク ラ ブ 活 動 1 2 3 4 5 6 7 8

ア ル バ イ ト等 の 仕 事 経 験 1 2 3 4 5 6 7 8

間3.大学院を修了した人にうかがいます。あなたは,大学院の授業が行われている期間に,以下の活動に1週間

で平均どのくらいの時間を費やしましたか。それぞれあてはまるものを選んでください。

0 時 間 1 - 5 6 -10 1ト15 16-2 0 2 ト2 5 2 6 -3 0
3 1 時 間

以 上

授 業 の準 備 の た め の 学 習 1 2 3 4 5 6 7 8

修 士 簿 太 研 究 の ため の 学 晋 う 、; ノ鉦 . 、ニ~ノ㌶ 「 ;′、滋 __-.、: ・一一、~-~を-ニ~~_~!′ ■ 「 ・一一一、.第.誉 圭 、針 ;..

授 業 とは 関 係 の な い学 習 1 2 3 4 5 6 7 8

サ ー ク ル ・ク ラ ブ活 動 1 2 3 4 5 6 7 8

ア ル バ イ ト等 の 仕 事 経 験 1 2 3 4 5 6 7 8

問4.あなたは学部時代(3・4年次)に,どのくらい本を読みましたか。また,レポートの作成を行いましたか。

読書瑠~董 事務室 ト　 滞~ 雄 一拍載 事水明上 錆浄壌土 ~こわからない-

授業に関連する図書 1 2 3 4 5 6

牽細錬辣和事嫁労雄勝 蓬 辛窓誉 3 --こ一一一 予を:… 5-三一一~ :~6 ~~_~

その他の一般書や専門書 1 2 3 4 5 6
再 校 薄 綿 醸 0溜 笠隼　 疎 華丞 泳 .■額率転 ね封駄套 ・・・わ奉~ちか 寺-

中間・期末レポート 1 2 3 4 ○ 6

その他のレポート 1 2 3 4 5 6 _

間5.大学院を修了した人にうかがいます。あなたは大学院時代に,どのくらい本を読みましたか。また,レポー

トの作成を行いましたか。

潔 斬 瑾 誉 ノ芳 醇 雄 一亙擴 ~ノ、、、葛魂 牽 こ三.~~-で、;~;~_ノ均 纏 こ..・.2妾掬 ・窮′圭 一 わ.教 摘 早 .

授 業 に 関 連 す る図 番 1 2 3 4 5 6

軽 璋 菊 痍 頗 纏 弟 纏 牽 、芝′′ 2 、、、; 効 績 、揖 射 ノ・ 亮 ノ5 、。.′、 誉 _産、~ノ、′_.

そ の他 の … 般 番 や専 門審 1 2 3 4 5 6

哀 教 立 太 め凄 幾 賃 率 隙 宰 .カ ー$縫 .宜逐 擬 ′ノオ 纏 綿 頼 華 郎 峰 奉束 縛 妄′

中 間 ・期 末 レ ポ ー ト 1 2 3 4 5 6

そ の他 の レ ポ ー ト 1 2 3 4 5 6
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間6.教育学部における学習経験についてそれぞれお答え　ださい。

授業の理解度
ユ　 ほとんど瓔解できていない　　　 2　 あまり理解できていない

3　 ある程度理解できている　　　　 4　 ほとんど理解で きている

授業への出席
1 ほとんど出席していない　　　 2　 あまり出席 していない　　　 と

ある程度出席 している　　　　　 尋　 ほとんど出席 している

成　　 績
1　 非常によくない　　　　　　　　 2　 あまりよくない

3　 ある程度よい　　　　　　　　　 複　 非常によい

・・..膏牽カ.舞疎長瀞 せ

倦 串 攣 対 極 蜂 ノ、 率 軽 畑 土 亭 主 率 立 対 鮮 簸 隼

間7.大学院を修了した人にうかがいます。大学院における学習経験についてそれぞれお答え　ださい。

授 業の理解度
1　 ほとんど理解 で きていない　　　 2　 あ ま り理 解で きてい ない

3　 あ る程度理解 で きている　　　　 4　 ほ とん ど理解で きて いる

授 業へ の出席
1 ほ とんど出席 していない　　　　　 あ 離 出席 してい ない　　　 i

3　 あ る程度 出席 している　　　　　 4　 ほとん ど出席 してい る

成　　 績
1　 非常 によ くない　　　　　　　　 2　 あ ま りよ くない

3　 あ る程度 よい　　　　　　　　　 4　 非常 によい

ノ~歳愛 や_拗 新 一率 綿 -

‡奉 養だ授業年率 食 ′
凄 椒 頼　　　　 ノ′朝亘 ′′事 ′

nI.学部・大学院の敢育・学習紅験の成果や評価についてうかがいます

間8.学部・大学院の専門分野に関する学習の成果について,それぞれお答えください。

あてはまら

ない

あまりあて

はまらない

ある程度

あてはまる
あてはまる

郵 憎 溌 趣 頼 鰯 鉢 郎 梱 頼 郎 蜂 擁 経 木 鴻 蓬 2 3 ′ ′　魂

専門分野に関する基本的知識 ・観念を人にわかるように説明できる 1 2 3 4

こ密 頗 細 蹄 鋤 碗 郵 禰 醇 画 鰯 廟 纏 蝉 串 ′′蓋 ∴音字 3 ~ 凄ノ

専 門分 野 に関す る技術 を実 際の場面で使 える 1 2 3 4

専再発 匪樗_潤す童、ことが _　め傍 劣や鎌債 を判 断で　 る ま 2 . 3 邊

専 門分野 に関する新 しい概念や解釈の仕方 を創造で きる 1 2 3 4

間9.学部・大学院の専門分野に関する学習の成果が現在の勤務に役立っていますか。それぞれお答えください。

○全く役立っていない,あまり役立ってないを選択したひとへ,その理由をお書きください。
(

間10.あなたは学部教育に関して,以下の点についてどの程度の充実感をお持ちですか。

充実して

いなかった

あまり充実して

いなかった

ある程度充実

していた
充実していた わからない

事 璋 才 密薮 ~姜妾 適戟 膏亨..~~: ノ.誉窒′、 誉 2 ~~三 窓 、~~; ′~率 . 三雲亮

授業 (専 門教 育) 1 2 3 4 5

肇 頚 :::[・;藍教 育発賓 .-′※辛 :_こ 浩 2 - ′.、. 3 -′、 雄 三-′ ‡享 ・...:.:・

華 寒 簿 頸 滞 軽 ..・′1.、寺.・、.:_ 、;′幾、、2 、:一一 ごノノ…′、、ぎ~一笑ニ ′、〝三　尊ー;_一一 、~~[・_-・訂 ...;麦

大学生活全般 1 2 3 4 5
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○充実していなかった,あまり充実していなかったを選択したひとへ,その理由をお書きください。
(教養・共通教育
(専門教育:
(教育実習:
(卒業論文・研究
(大学生活一般:

間11.大学院を修了した人にうかがいます。あなたは大学院教育に関して,以下の点についてどの程度の充実感を

お持ちですか。

充実 して

いなかった

あま り充実 して

いなかった

ある程度充実

していた
充実 していた わからない

卵 頼 朝 纏 郊 壬_ ′′′、′碧_・-~　こ 3 、こ、 ..・.~- ・4 、-_̀藩 嶽

授 業 (修 士 論 文 ・研 究 ) 1 2 3 4 5

大 学 院 生 活 全 般 1 2 3 4 5

○充実していなかった,あまり充実していなかったを選択したひとへ,その理由をお書きください。

(専門教育:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

(修士論文・研究:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)
(大学院生活一般:　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

間12.あなたは同じ専門分野を学ぼうとしている太に対して,広島大学教育学部・教育学研究科での学習を勧(すす)

めますか。

辺勧めない　　　悲あまり勧めない　　　甥ある程度勧める　　　匝]勧める　　　討わからない

○勧めない,あまり勧めないを選択したひとへ,その理由をお書きください。

間は.あなたは　広島大学教育学部・教育学研究科での学習が投資(授業料を払う価値のあるもの)に健すると思

いますか。

辺思わない　　　兢あまり思わない　　　瓦ある程度思う　　　運思う　　　瓦わからない

○思わないタ　あまり思わないを選択したひとへ,その理由をお書きください。

Ⅳ.あなた自身のことについてうかがいます

間接邊　あなたは教育学部入学時　卒業時　大学院入学時,修了時に将来についてどのように考えていましたか。そ

れぞれもっともよくあてはまるものを1つ選んでください。

特 に考 えて 専 門をいかせ る 専門 を問 わない
大 学院への進学

いない 就 職 就職

学部Å学 時点 マ 2 3 4

学部卒業時 点 1 2 3 4

大学 院入 学時点 喜　　 1 2 3 4

大学 院修 了時点 1 2 3 4

間は.あなたは将来　教員になろう　決めたのはいつですか。あてはまるものを1つ選んでください。

迂高校まで姜こ　　　蓬太宰入学時　　　謡学部2年次　　　域学部3年次　　　屈学部4年次

道大学院時代　　　薫その醜く　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

閉路∴教劇になろうとした動鴇,き霊かけは麿ですか。く複数,選択可能)

憲小学校時代の学習経験　　　瑾中学校時代の学習経験　　　旗高校時代の学習経験

蓬太学時代の学習経験　　　　這コ教育窯翠の経厳　　　　　瓦大学院の学習経験

~　÷.`∴二
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間17.現在の学習指導の力量について,以下の項目はどの程度のものと思いますか。それぞれの項目にづいてあて

はまるものを選んでください。

ぎ
不足している

童　少し不足

している

どちらとも

いえか -

ほぼ

十分である
十分である

授業 に取 り組む姿勢 .呈 ご 3 を 5

児童 ・生徒 の学力な どを捉 える力 ヱ 2 3 i　 4 b

技能 の設 計や運営の技 術 ・技 能 ヱ　 ′ 2 ′語 凄 5

教材 につ いての理解 と開発 能力 ユ 2 3 4 〇

甘 壷 ・生徒 の粟態 に即 した接濱能力 蓬 ご 3 ヰ 5

これまでの項目を総合的に見た授業の力量 ま i　 2 3 4 5　 i

間18.現在の生徒指導の力量について,以下の項目はどの程度のものと思いますか。それぞれの項呂にづいてあて

はまるものを選んでください。

不足している
少し不足

している

i どちらとも

いえない

ほぼ

ま　十分である

棚 であ畑

児亜 ・生徒に聞わ㍉て い く姿 勢 主 慧 急 轟 . 「 + 尋

児童 ・生徒 の実態 を理解 し共感 す

る姿勢や 能力
1 2

1
3 4 b

児童 ・生鍵 を捲 率す る技術や能力 蓬 2　′ 3 寸 ∵
児童 ・生徒 を支援 する技術や能力 1 2 3 4 5

鬼登 漆 経の稟態 に準 じた縫別 の

生徒 指導能力
蓬 ′　2 3

妄

′　瑾 5

これ まで の項 目を総合的 に見 た個

別の生徒指 導の力量
1

i
2 3

i
4 b

間19.現在の学級経営の力量について,以下の項目はど切程度のものと思いますか。それぞれの項目についてあて

はまるものを選んでください。

不足している
少し不足

している

どちらとも

いえない

ほぼ

十分である
十分である

′学扱 渡鴬 に関わらでも- く姿勢　 _ ま 2 3 薙 5

学級の状態 や必 要な どを捉 える力 ユ 2 3 4 5

学級 経営 の方針 を立で運営す る技

術 や能力_
.主 2 3 4 5

学級集団の秩序 を維持する技術や能力 1 2 3 4 5

翻意工夫のある学級経営 を行 う能力 l 2 3 ヰ 5 :

児童生徒 の実態 に即 した学級づ く

りを行 う力
1 2 3 4 5

還れ 羊_努め療 目~一意.総合 縮 露見 疆単 ~

..巌媛 常総線 蒙る・力 量 .-_　ノ

「 ′_ ′′・.2 - 、′3 ′4 .室ご …_㍊ 「

～6-



新採用3年以内の教員調査報告

間20,他の教育活動の力量について,以下の項目はどの程度のものと思いますか。それぞれの項目についてあては

まるものを選んでください。

不足 している
少 し不足

している

どちらとも

いえない

ほぼ
十分である

十分である

.〇ンピュ} タな.どめ薄暮 を鐙汚す る能力 _~ .守 ~- 受 _.-・.- 、、~:、3 、率 ′ 告 拙 .. ・・・.′萎 .工

環境教 育, 国際理解教 育 な どの新 た な

教育 課覚 を的確 に捉 え対応 する能 力
1 2 3 4 5

Ⅰ向 上 心 に も とづ く自 己研 棺 の 力 、′畑 2 3 邊′ 5′..、.

保 護 者 との 連携 や 協 調 の 能 力 1 2 3 4 5 ト

敦 的 仲 間 との 人間 関 係 を尊 く能 力 ま　_ . .2 . -~3 4 ~ 5

学 校 の教 育 活 動 全 体 の な か で 考 え

行 動 す る 能 力
1 2 3 4 5

大 嶺 敵背 や 遺 徳教 蜜 を粟 銭 す る魔力 ま′こ 2 ~　~ 3 4 、5

間21.現在の教育状況やあなたの力量からすると,今後どのような領域について高い技術や方法論を身につけるこ

とが必要と思いますか。以下の項鋸はどの程度,必要と思いますか。それぞれの項目についてあてはまるも

のを選んでください。

ほ と ん ど あ ま り や や か な り きわ め て

必 要 が な い 必 要 が な い 必 要 で あ る 必 要 で あ る 必 要 で あ る

オ 函 奈 亘 守 凌 単 軸 融 鵬 組 織 腕

の 方 法 や 技 術
2 ′. 3 ′　′ ′′壷 ・_-′5 _-

蓬

外 国 語 で コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン す る 力 1 2 3 4 5

千 ど も と コ ミュ ニ ケ ー シ ラ ン守 る 力 . 主 2 3 ′4 5 -~~.

発 達 に 譲 渡 を も っ た り障 害 を も っ

た りす る 児 童 ・生 徒 に 対 応 す る 力
1 2 3 4 5

学 廉 廉 猪 を ま と め る 方 法 や 校 務 i ′2 　 3 4 、5

学 校 経 営 や 楓 鵜 に つ い て の 方 法 や 技 術 1 2 3 4 5

戯 違 約 に授 業　 親 裁 立 て る 方 法 や 技 擴 支 2 3 複~~. 5

学 習 指 導 に 関 わ る 方 法 や 技 術 1 2 3 4 5

齋 藤 藤 旛 東 嶺 唇 薄 め 藩 該 や 嶺 痍 登 ご 3 、 4 ′ ′5 :・

規 律 指 導 な ど を 行 う 方 法 や 技 術 1 2 3 4 5

保 証 者 と ∵ ミ∴ ∴ 十 一 シ 三 ン を 図

る 方 法 や 技 磯
i 2 3 ヰ 隼 .′

地 域 社 会 の 人 々 とつ きあ う方 法 や 技 術 1 2 3 4 5

呈 ご 3 4　 _ 5

これまでの教育t学習経験を振り返ってプ　あなたの大澤胡濠もよいと思われる点と,濠も改善が必要と思われる

点を,以V.の欄に自由に記入して　ださい。

く欄　省略う

笠間は以上で終わ毒です。ご協力あ　がと　ございました。

おっ猟査結果

3.1調査実施内容

調査期間はァ　踊鵬　平成け　牽4月器は付け

で郵送し言結将は抗までの灘各期間とした約2週

間であった。

調査対象は　教育学部も学校数膏学部　教育学

研究科・学校教育研究科を卒業・修了し,ここ3

年間に教農として正採用された教員,412名を対

象にした。

調査方法は,郵送とし,各対象者に郵送し,対

象者からは郵送により河谷を郵送してもらうとい

う方法を採用した。

ーア…
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3.2　調査結果

調査回答は,412通中,161通(39.1%)であっ

た。そのうち,15通に回答不備があり,有効回答

数は146通(35.4%)であった。学校種,出身学

部,性別,従事期間に,ばらつきが見られ,調査

対象が平均的なものではなかった。そのため,こ

れらの観点による結果分布などの整理分析を施し

たが,有為な結果とはいえないため,報告は控え

ることにし,全体的な結果のみ報告することにした。

調査結果の概要は,資料2のとおりである。数

値結果とそれに関する若干の所見(資料3)を以

下に示している。

資料2　調査結果

新採用3年以内の教員における

広島大学時代の教育・学習経験に関する調査(結果)

送付調査票 数 : 412 通

返送 回答 数 : 161 通 (3 9.1% )

入学 年等 の回答 に不備 のある欠損調査 票 : 15 通

有効 回答 数 : 146 通 (35.4 % )

【回答者の基礎個人情報】

所属都道府県:結果省略

学校種:

小 中 高
中 高

一 貫
七日 聾 養 幼 大 学

教 育
委 員 会

無 回答 計

回答 数 66 28 2 7 9 2 2 7 2 1 1 1 】46

% 45.2 19.2 18 .5 6.2 1.4 1.4 4.8 1.4 0.7 0.7 0.7 100

国 ・公 立 私 立 無 回 答 計

回答 数 127 18 1 146

% 87.0 12.3 0 .7 100

主担当教科:結果省略

出身学部:

旧 教 育 学 教 新 教 育 他 大 学 無 回答 計

回答 数 3 1 7 9 2 6 7 3 14 6

% 2 1.2 5 4 .1 1 7 .8 4 、8 2 .1 10 0

大学院進学者:

学 内 か らの
進 学 者

他 大 学 か らの
進 学 者

未 進 学 者 無 回答 計

回 答 数 2 7 7 ‖2 0 146

% 18 .5 4.8 76.7 0 1∝〉

大学人学年(西暦):

1996 1997 1998 】999 20C沿 2∝〉1 2 002 計

学 部入学年 (% ) 8 (5 .5 ) 9 (6.2) 4 7 (32.2) 48 (32.9) 27 (18.5) - -
146包大学か らの大

学院入学年 (% ) - - - - 2 ( 1.4) 2 ( 1.4 ) 3 ( 2 .1)

-8-
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性別:

男 女 無 回答 計

回 答 数 53 93 0 14 6

% 56 ,3 63.7 0 100

年齢:サンプル平均年齢25.3歳(最低年齢23～最高年齢42歳)

出身都道府県:(サンプル数146中の%のみ記す)
1 : 大学の所在

地 と同 じ

2 :大学の所 在

地 とは別
3 :海外 無河答 計

回答数% 26 .7 73 .3 0 0 100

学部卒業から現在までの期間:けンプル数146中の%のみ記す)
1 年 2 年 3 年 4 年 5 年 6年以上 無 回答 計

回答数% 15 .1 2 6.0 4 L l 4.8 9 .6 1.4 2.1 10 0

正教論採用後の教育活動従事期間:(サンプル数146中の%のみ記す)

1 年 2 年 3 年 無 回答 計

回答数% 24 .7 26-7 45.9 2 .8 100 1

王.広島大学教育学部入学時のことについてうかがいます

閉ま.あなたはどのような学習を期待して広島大学に入学しましたか。それぞれあてはまるものを選んでください。
046サンプル車の%)

期 待せず
あまり

期待せず

ある程度期

待

期待

してい た
無回答 計

繰孝幸湧芳溌孝翠 撃・掌 二 軍 ㍊泌卦 鋸刃、、:・′.′ : ノ.′~.8 -.-;~ノ~こ;;こ坤 -

授 業以外の傭人的学習 3 .4 24.7 52 .7 19.2 0 100

′将 来や職 業に授去學学習 0 ,7 . ′2.蔓 泊 , ′′′ 坦 _.2 ~_~ . ¢、.、′.・・.輝 誉

自分の興味瀾 心を満たす学習 0 27 35.6 6 1.6 0 100

葉.教育学部・教育学研究科の教育・学習経験についてうかがいます

間2t　あなたは,教育学部の授業が行われている期間に,以下の活動に1週間で平均どのくらいの時間を費やしま
したか。それぞれあてはまるものを選んでくださ叛言139サンプル率の%)

i
毒
茎

0 時 間 ト鳶 6 -1 0 1ト15 1酪2 (〉 2 ト2 5 2 6 -3 0
3 1時 間

以 上
無 回答 計

授 業 の牽 鯖 の た め の 学 習 8 薫 5 2 .5 19月 ま3 ,7 5 .0 0 ,7 0 0 0 10 0

鴻 凍 舶 頓 綾 瀬 璃 綿 畑 尋老妻 ′′摘 . ′・寮浮 相澤葦 烏 衷 拒 ノ鳥 飽 当 歳樟 圭 蛛 鞋 ニー、:…;こ::こ.I;一一…~_・・・率 三 :こ.:-こ~_~坤

授 業 と は 繍 燐 の な い 学 習 呈5 .i 5 5 .4 = ぷ 5道 3 .6 3 .6 2 .2 2 .2 0 .7 iO O

サ ー タ 捗 ・ク ラブ 活 動 針目 25 .9 17 .3 12 .9 10 .8 6 .5 2 .2 3 .6 0 .7 10 0

ア ルノ吋　 等 の 仕 事 経 験 3 滅 2 0 .9 2 3 ,7 2 4 .5 17 .3 6 .5 0 .7 2 .9 0 10 0

…亮「…
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間3.大学院を修了した人に　かがい　す。あなたは　大学院の授業が行われている期間に　以下の活動に最週間で

平均どのくらいの時間を費やしましたか。それぞれあては　る　のを選んでください。(3サンプ海中の%′き

0 鞘 恒
転や喜0

E
H -15

芸能 車 用
26-30 31時間

以上
ま

舶 判　 計

授業の準備のための学習 O i 8-8 35.3 23.5 l e嗅　 摘・7 2.9 2.9 苺　　　 は槍

.・藤津音楽揆究めた吟の学習 丞粒寸言嗅 縫,8 臥断 嘩 雷や噂 日は㌢ 、莞痔霊 軽 骨 ⑩ 項

授業 とは関係のない学習 5三日 35・3 2私5 i7.6 錮つ ・鍋 0 0 い 翻 i

サークル ・クラブ活動 弧 ‖ ■ 鵬 5.9 i む i 2・嗅　 0 0 0 い 緋　 を

アルバイ ト等の仕事経験 m ‖ 2鍼 26,5 8,8 錮 つ　 λ猶 2.9 0 0　 日 榔

間4.あなたは学部時代(3・年次　に　どのくらい本を読みましたか。また　レポ…　の作成を好いましたか。

(139サンプル中の%)

読婆 の登 0 骨 五一5 浄 醇纏麿 蝮卸 働 率 郵 率 魂 軽 率 軽 纏 率 噺 「 率 つ

授業 に関連す る且書 0.7 28.8 ! 2 73 摘.4 弧 i …　 19　 恒 47 i 脚 !

卒業論文研究 に関連する図書 0 12,9 22 3 23.7 鼠 ア i+ 舗 ・ i 椚 つ　 欄

その他の一般書 や専 門書 0.7 25.2 1 21.6 i 18.0 27-3 i 説8 i lt　 日 掛

レポー トの提 出 0 回 ユ・5 河 6 -10両 喜喜一沙瀾 郎 郎 嬢 妙 嗅 頭 株 牒 章 巨 嘩

中間 ・期 末 レポー ト 0 2有5 28 .1 2L 6 7・2　 壽　 首8-0　 再 17 i ㈲

その他 の レポー ト 4 .3 39.6 i5 .8 6 .5 E　 5一項　 隷ti 恒 一日　 欄

問5.大学院を修了した人にうかがいます。あなたは大学院時代に,どのくらい本を読みましたか。またき　レポ一一

トの作成を行いましたか。(34サンプル中の%)

統 率 の景 0 冊 喜一5 帝 6 -蟻 滑 ll-ヱ小骨 飽 骨 扶 十 わか らをもノ1 簸滅 答 計

授 業 に関 連 す る 図書 0 5.9 3 5 .3 日月 ろ4.l 書　 2h9 0 iO O

修士 論文 研究 に関 連す る図書 0 0 i 5 ・9 日.8 79 .4 2 .9 0 10 0

そ の他 の 一 般 書 や 専 門 書 0 5.9 14 .7 26 .5 4 1 .2 呈1.8 0 10 0

レポ 卒 トの 提 出 ノ　ウ層 ま-5 滴 6 ・10 回 lト20 回 ヱ0 両六 十 わか らな齢 り 皇臓

中 間 ・期 末 レ ポ ー ト 2.9 2 0 .6 2 3 .5 14 .7 11 ,8 [ 2 6・5 0 10 0

そ の他 の レ ポ ー ト 5 .9 3 2 ,4 2 0 .6 2 .9 1 1 .8 2 6 .5 0 10 0

間6.教育学部における学習雇験についてそれぞれお答えください。(139サンプル中の%)

ほとんど理解 あまり理解 ある程度理解 ほとんど理解
無回答 計

授業 の理 解度 で きていない できていない できている できている

2.2 9.4 70 .5 18,0 0 100

授業へ の出席

ほとんど出席 あま り出席 ある程度 ほとんど
無 回答

していない してい ない 出席 している 出席 している

3.6 0.7 15,8 79.9 0 100

成　　 績

非常 に
よ くない

あ ま り

よ くない

ある程度

よい
非常 によい 無回答

0 3.6 82 ,0 14.4 0 100

自分の興味・関心で選んだ
授業の割合(%)

計

-10-
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問7.大学院を修了した人にうかがいます。大学院における学習経験についてそれぞれお答えください。(34サン

プル中の%)

授業 の理解 度

ほとんど理解 あまり理解 ある程度理解 ほとんど理解
無回答 計

できていない できていない で きている できている

0 5.9 76.5 17.6 0 100

授業へ の出席

ほとんど出席 あ ま り出席 ある程度 ほとんど
無回答

していない してい ない 出席している 出席 している

5.9 0 5.9 8 8.2 0 100

成　　 績

非常 に

よ くない

あ ま り

よ くない

ある程度

よい
非 常に よい 無回答

0 2.9 6 1.8 3 5.3 0 100

自分の興味・関心で選んだ
授業の割合(%)

Ⅲ.学部・大学院の教育・学習経験の成果や評価についてうかがいます

闊凱　学部・大学院の専門分野に関する学習の成果について,それぞれお答えください。(146サンプル中の%)

あてはまら

ない

あま りあて

はまらない

ある程度

あてはまる
あてはまる 無 回答 計

専 門分 野 に擁 す る遊 客 敵意 務 概念 をお ぼえ て いる ′ ? .i 封 .2 牒 璋 †寸,ヰ 0 ′寮治

専門分野に関する基本的知識磯 念を人にわかるように説明できる 9 .6 4 7 .3 3 6 .3 6 ,8 0 10 0

専門分野に耗する知轟を喪って鮫の蝉の出来事を理解できる　 - 5 壽 4 3 ,2 後5澄 . :_-　 5 ,5 0 妊拇

専 門 分 野 に 関 す る技 術 を実 際 の 場 面 で使 え る 6.2 4 2 ,5 4 3 ,2 8 .2 0 10 0

新 分野 に関す る こ　 が　 の牽劣 や磁催 事 斬で きる ; 軋2 輩 ,9 遵2 ,5　 ′ 十 箪 0 用 0

卵 ㌻分野 に関する新 しい概念や解釈の仕方を創造できる 18 .5 6 0 .3 19 .9 1.4 0 10 0

間9.学部・大学院の専門分野に関する学習の成果が現在の勤務に役立っていますか。それぞれお答えください。

汀蟻サンプル中の%)

○全く役立っていない,あま　役立ってないを選択したひと㌔＼その理由をお書き　ださい。

ぞ　　　省　　略

閏は.あなたは学覿教育に閑L、て,以下の点についてどの程度の充実感をお持ちですか。039サンプル中の%)

充実して

いなかった

あ針絹 業して

いなかった

あき警豊 実　 実していた
わからない 無回答 計

軽寮 守晩餐 率紅 卿断雛 澄滋 ′ 裳痛 笑 寒 桜 螢 斗 吉 ㌍ 纏 ′壬.4 隼 ~_~ 　持昏

授 業　 専門教育ラ 苺 9 .確 44・6　 壽　 賂 3 0 0,7 100

撥発 纏 溌 努 雛 I O 卵 ㌶ 率難 字 辛 ㌍才 ゆ ノ章 _- ′捕者 ′. 沌 ′

鮮 紅 雑 務 如 紅 載 劾 董一生 .′ 顆 粒 彙 啄転 美 幸言 嶺略 言 　 9 .7 、 、、、軽 、 .、壬翰

i 東学生活 全般 小 l邁 36・7 i 61・2 0 0 .7 100

豊充実していなか㌣た　あま音充実していなかりたを選択したひとク＼,その理由をお書きください

教養・共通教育　　省　略
専門教育:
享∴ン三∴-~:

輝瀾縫受■研縫
∵・・.　_こ　一主:

賂
略
鴫
略

省
省
省
省



池　野　範　男・若　蒐　澄　男　サ　桑　洩　尚　司

間IL　大学院を修了した人にうかがいます。あなたは大学院教育に関して,以下の点についてどの程度の充実感を

○充実していなかった,あまり充実していなかったを選択したひとへ,その理由をお審きください。
(専門教育:　　　省　略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　う

(修士論文・研究:省　略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

(大学院生活…一般:省　略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

間12.あなたは同じ専門分野を学ぼうとしている人に対して,広島大学教育学部・教育学研究科での学習を勧　け

す)めますか。046サンプル中の%)

一　　　 回　 答 勧めない

% 0 ,7 0 4 4 ,5

計

○勧めない,あまり勧めないを選択したひとへ,その理由をお書きください。

(　　省　　略

間13.あなたは,広島大学教育学部・教育学研究科での学習が投資(授業料を払う価値のあるもの)に樋すると思

いますか。(146サンプル中の%)

[　　　　 % 0 2 .1 4 7 .9 4 6 .6 2 .7 0 .7% 0 2 .1
J

計

○思わない,あまり思わないを選択したひとへ,その理由をお書きください。

(　　省　　略

Ⅳ.あなた自身のことについてうかがいます

間14.あなたは教育学部入学時,卒業時,大学院入学時,修了時に将来についてどのように考えていましたか。そ

れぞれもっともよくあてはまるものを1つ選んでください。(学部については146サンプル中の%,大学院

については34サンプル中の%)

特 に 考 え て 専 門 をい か せ 専 門 を 間 わ な 大 学 院
無 回答 計

い ない る就 職 い 就 職 へ の進 学

学 部 入 学 時 点 日 .0 7 6 .0 4 .8 5 .5 2 .7 10 0

学 部 卒 業 時 点 0 77 .4 0 19 .9 2 .7 10 0

大 学 院 入 学 時 点 8 .8 8 8 ,2 2 .9 0 0 10 0

大 学 院修 了 時 点 2.9 8 8 .2 8 .8 0 0 10 0

間15.あなたは将来,教員になろうと決めたのはいつですか。あてはまるものを1つ選んでください。(146サン

プル中の%)

回答 高校 大学 学部 学部 学部 大学院 その他 無回答 計までに 入学時 2 年次 3年次 4 年次 時代

….-ニー・・…~.象・、・′′、…:ニ:. j;_・ミーこ_率壽_~三_ 狛 総 出 上棟㌣こ言.貨、、章 紗 三 :.て滋・.…...ニこ.・膏数 _-ジ~~-こ: つ畑 こ.・ 箪 圭 輝上
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間16.教員になろうとした動機,きっかけは何ですか。(146サンプル中の%,複数選択可能)

回答
小学校 時代 中学校 時代 高校時代 大学時代 教育実 習 大学 院

その他 無回答
の学習経験 の学習経 験 の学習経験 の学習経験 の経験 の学習経験

宮 蔦、′′~　- ‥-_~ 、43憑、一一.、 ′　藩極 言 2笑4 .、 :≡ノ、、確 接:~~こ_~-_… こ二 親鉦 圭、蕊 、※、一、-_ つ 漑結 、、…、-、_、再 、′、~.;、

その他(　　省　　略　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　)

間17.現在の学習指導の力量について,以下の項目はどの程度のものと思いますか。それぞれの項目についてあて

はまるものを選んでください。(146サンプル中の%)

不足 して

いる

少 し不足

している

どちらとも

いえない

ほぼ

十分である
十分である 無 回答 計

′授 業 に象 り鵜 む 姿 勢　 ′ 4 .8 、相.3 3 0 .1- ■ 中 畑 ′・軋針 . 、、、、′、亙 ′、; ′〝、壬伽 、、

児 童 ・生徒 の 学 力 な ど を捉 え る カ 5 .5 2 6 .0 4 3 .8 2 3 .3 0 ,7 0 .7 10 0

授 業 の 設計 や 運 営 の 接 線 ・技 能 、 持 .　 ′ 2 9 5̀ _~- 3 9骨 ′..一一_.-L . _一抹7 ; 蹟　 ~. つ 轍 _~_

教 材 に つ い て の 理 解 と 開発 能 力 12 .3 2 6 .7 4 1.1 19 .2 0 0 .7 10 0

先 登 ・生 徒 の 実 態 に即 した授 発 能 力 日 、6 2 9 .5　 ‥ 年 上 16 .4 . 鋸 畑 . 畔 主.鋤

これまでの項目を総合的に見た授業の力量 12 .3 2 8 .1 4 7 .9 1 1,0 0 0 .7 10 0

間は∴乳在の生徒指導の力量について,以下の項官はどの程度のものと思いますか。それぞれの項[封こついてあて

はまるものを選んでください。白亜サンプル中の%)

不足 して

いる

少 し不足

している

どちらとも

いえない

ほぼ

十分である
十分である 無 回答 計

児 童 子 機縫 彊 瀾綾 寝 癖詠 一鴬姿 勢 0 薫 9.6 3 3 ,葛 寮 .5 ノ　ー H ,0 且　 ~_ 三相抜 ;

児 童 ・生徒 の 窯 態 を理 解 し共 感 す

る姿 勢 や 能 力
0 .7

巨 l・6
3 4 .9 4 3 .2 8 .9 0 .7 10 0

.妃垂 れ盤 嘘 を輝 率 す る技 術 や 魔 力 9.6 3 2 .9 霊場 要学・8 O I 抜手 10 0

児 童 ・生 徒 を支 援 す る技 術 や 能 力 6 .8 2 1 .9 4 7 ,3 2 2、6 0 1.4 10 0

鬼 寮 率 登 楼 帝 幾製 産 邱 焉 牽 縫別 事

生徒 指 導 能 力
学.5 2 5壽 ヰ5ナウ 悠ば行※ I　 O ′;莫;・杢 ノ′′_~ 持¢ここ~~

こ れ まで の 項 精 を総 合 的 に 見 た 爛

別 の 要.ヒ綾 指 導 の 力 量

i 10 、3
19、9 5 0 .0 17 .8 0 2 .1 10 0

間は,現在の学級経営の力量にりいてグ　以下の項目はどの程度のものと思いますか。それぞれの項削こついてあて

はまるものを選んで　ださい。白購サンプル率のりの

;
邊

盲　不足して 少し不足 どちらとも ほほ
十分である 無 回答 計

i　 いる している いえない ‖一分である

済緻 経営絃漸彩藩怒廉澱姿勢 上す1 8、9 ネ7ナ丁 射訂 ′転ぶ 鋤 甲㌫

学級 の状態や必要 な どを捉 え る方 4 .i 16 .4
3

44.5 き　 3 1.5 0 3、4 100

摘 額 顧 細 事 糎 濱 函 終 串 癖

掬 鉾 厳 酷
.8 ,9 霊ふ2 罰等 鐙漫 0 まず 掩隼

学級寅雄の秩序を渡接する技術や能力 8ヵ2 22 薫 40.4 24.0 1.4 3.4 100

摘 安濃義 のあ る学級経営を斬　 殺カ 縫遵 33遺 翠㍗ ′漫3,7 隼学 3.ヰ 100

児童 生徒の実態 に即 した学級 づ く

い )を行 うカ
7鳶

i

25 、3
;

!
43.2

1
205 0 3.4 100

結蜜紅激怒痺藤緻教療激醜総鹿家藤

練磨営絃 落す各藩濠
嘗透

る

読 ㍊
樟 薄 綿

瑾
紹譚 0 　3.幸 lOO

…皇3-
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間20.他の教育活動の力最について　以下の項畠はどの登渡の　郡と腰高増すかな　それぞれの磯精に㌣いてあては

まるものを選んでください。釣堀サンrプル率の9扇

不足して 少し不足 どちら摘 ほぼ 悌 部 陳 路 日 中
いる している いえをい 十分である

率弾を幸⑧蝉殖穀纏繚細密雛主宰準 能鴻 麗鳩 載摘 率 言鉉薄 刃空蝉

霊慧悪霊諸 霊警霊警悪霊‡謂 芸を 巨 ・書
語数7 頑,ヰ 7憑

巨 木 恒 「 項

壽
紅組声 本章串 ⑯⑳翻締 漆工守 誉頻 lT、ヰ 誕摘 上∴醜,労 申告杵や ㍊㍉嘩

保護者との連携や協調の能力　 i i・4 j　　ほ,ま
ま

を　朋,5 32態 〃5　 再 .7 i 擁 i

凍淘癖碗檀華鴻廓碗嚢牽壊す車寿㍉上誉噂 虹※飢
ぎ 霊道 馳激㍊ 準 年 幸守∵ 上 欄

芸芸‡警霊票動全体のなかで翫　 童だま
摘.壕

;
罰,紛 29,5

親　 書　尊　 信 対

歳　　 !
廉 細 密 醸 痺 顧 線 画 癖 劾 郎 再 ∴ 率 郭機に※ 威摘 能澗 担∵紅や主上墜項

間男。現在の教育状況やあなたの力量からすると　今後どのような領域について高い緩衝や方法論を身にづけるこ

とが必要と思いますか。以下の項目はどの程度,必要と思いますか。それぞ湧ノの項目にづいてあてはまるも

のを選んでください。自壷サンプル率の9扁

ほとんど

必要がない

i あまり
櫨、要がない

やや

.必要である

;藁、宗吾怠る趨 豊 錘 購 日 中

[

コンピュー タなどの情報輯 器関係

の 方法 や技 術
鼓箋 8澄 ヰう、ご 霊能

圭
ほ患÷圭子断+ 「斗腑

外国語で コミュニケーシ ョンする力 2 .1 22.6 38沼 26,0 ‖・鶏 ; O i i漸　 葉

子 どもとコミュニケー シ1 ンする力 0 毒.9 勤 .蓬 議一書 別 離 」主事享 有■攣

発達 に課題 を もった り障害 をもっ

た りす る児童 ・生徒 に対応 する力
0 2.7 29.5

i
4i.1

巨 ・つ 0 [
待拇

学錬薬 餌 をまとめ る方法 や枝 番 0 壬、丁 2 2.番 湖沼 39.苺 0ナ丁 †抑

学校経営や組織についての方法や技術 0 10.3 24.7 郷,4
4

24 ,7 i　 o 待拇

解遵裾 き授業を組み立てる方法や技婿 ′苺　 ′ 0,7 23壽 罰㌣∵ 38滴 ′. 0 i軸

学習指 導 に関 わる方法 や技術 0 1.4 16.4 4 5.2 ; 3 7・0 0 †叶

学習評価 にづい ての方 法や 枝番 0 3邁 27.竣 う丁,丁 封..5 0 †仰

規律指 導 などを行 う方法 や技術 1.4 6.2 34.9 32,2 24 .7 0 ,7 ー 100

保護者 とコ ミュニ ケー シ ョンを周

る方法 や技術
8 7、5 別.9 34 .2 .

車 葎
蓬擁

地域社会の人々とつきあう方法や技術 0 11.6 46.6 28.i 墓 13 ・7 1 0 100

○思わない,あまり思わないを選択したひとへ,その理由をお書きください。

(　　省　　略

これまでの教育・学習経験を振り返って,あなたの大学の薇もよいと思われる点と,最も改善が必要と思わ

れる点を,以下の欄に自由に記入してください。

(　　省　　略
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資料3　調査結果への所見

「新採用3年以内の教員における広島大学時代の教育・学習経験に関する調査」結果への所見

I.広島大学教育学部入学時のことについてうかがいます

間 1 あ なた は どの ような学習 を期 待 して広 島大学 に入学 しま したか。それぞ れあては まる もの を選 んで くだ

さい。

→入学時には,将来,教育職につきたいという期待が高い。

→学習については,どちらかというと,個人的学習よりも大学の授業への依存傾向が見られる。

Ⅲ.教育学部・教育学研究科の教育・学習経験についてうかがいます

問 2 あ なた は , 教 育 学 部 の 授 業 が 行 わ れ て い る期 間 に , 以 下 の 活 動 に 1 週 間 で 平 均 どの く らい の 時 間 を 費 や

し ま した か。 そ れ ぞ れ あ て は ま る もの を選 ん で くだ さ い。

問 3　 大 学 院 を修 了 した 人 に う か が い ます 。 あ な た は , 大 学 院 の 授 業 が 行 わ れ て い る 期 間 に, 以 下 の活 動 に 1

週 間 で 平 均 ど の く らい の 時 間 を 費 や し ま した か 。 そ れ ぞ れ あ て は ま る もの を 選 ん で くだ さ い。

→授業のための準備は学部生よりも院生の方が,ややしっかり取り組んでいる。

→学部生の卒論への取り組みに比して,院生の修論への取り組みはより真撃な態度が伺われる。

→サークル・クラブ活動への参加は,学部・院とも低調である。アルバイトについては,学部・院ともに一

定の時間を割いている。

問 4 あ な た は 学 部 時 代 ( 3 ・ 4 年 次 ) に , ど の く ら い 本 を 読 み ま し た か 。 ま た , レ ポ ー トの 作 成 を 行 い ま し

た か 。

閉 5　 大 学 院 を修 了 し た人 に う か が い ます 。 あ な た は 大 学 院 時 代 に , どの くら い本 を 読 み ま した か 。 ま た , レ

ポ ー トの 作 成 を 行 い ま した か 。

→概して,学部生よりも院生の方が授業,卒論や修論関連等において読書量が上回っている。

問6　教育学部における学習経験についてそれぞれお答えください。

問7　大学院を修了した人にうかがいます。大学院における学習経験についてそれぞれお答えください。

→学部生の授業の理解の程度は,「ある程度理解できている」が7割を超えている。「授業への出席」につい

ては,「ほとんど出席している」がほぼ8割であり,成績について「ある程度よい」と考えている学部生

は8割強である。一方,大学院生のそれは,全ての項目において,学部生のそれよりも高い数値を示して

いる。

Ⅲ.学部・大学院の教育・学習経験の成果や評価についてうかがいます

問8　学部・大学院の専門分野に関する学習の成果について,それぞれお答えください。

→学習成果の活用についてはいずれの項目も十分とは考えていない。とくに,創造性が乏しい。

問9　学部・大学院の専門分野に関する学習の成果が現在の勤務に役立っていますか。それぞれお答えください。

→専門分野に関する学習成果の勤掛こおける有用性について,知識,技術等については,十分役立っている

とはとらえていない。ただ.「教育実習」については,8割強の学生が役立っていると評価している。

問10　あなたは学部教育に関して,以下の点についてどの程度の充実感をお持ちですか。

ー15-
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間 11 大学院 を修了 した人 にうかが います。 あなた は大学 院教 育に関 して, 以下 の点 について どの程度 の充実

感 をお持 ちですか。

→学部・大学院の充実感では,教養・共通教育の評価の低いことが冨立つ。概して,院生の方が充実感が大

きい。

間 12　 あなた は同 じ専 門分野 を学 ぼう としている人 に対 して , 広島大学教育学 部 ・教育学研究科 での学 習 を勒

(すす ) め ますか。

→広島大学教育学部・教育学研究科を推薦するという卒業生・修了生が大半である。

間 13　 あ な た は, 広 島 大 学 教 育 学 部 ・教 育 学 研 究 科 で の学 習 が 投 資 (授 業 料 を払 う価 値 の あ る もの ) に 伍 す る

と思 い ま す か 。

→広島大学教育学部・教育学研究科の教育の費用対効果を卒業生・修了生の大半があると考えてくれている。

Ⅳ.あなた自身のことについてうかがいます

問 14　 あなたは教 育学部入学時 , 卒業時 , 大学 院入学時, 修了時 に将 来について どの ように考 えてい ましたか。

それぞれ もっともよ くあては まるもの を 1 つ選んで くだ さい。

→将来像としては,入学時,大半の学生が教育職を望んでいる。しかし,いくらかは未定である。卒業時,

大学院入学時,修了時にはほとんどの学生が教育職を念願し,実現している。やや,気になることは,学

部終了時点よりも,大学院終了時点の方が,進路先等に関する振幅が大きいことである。

なお,調査対象が,教職新規採用者であるため,このような結果になった。別の進路を選択した学生との

比較は必要である。

間15　あなたは将来,教員になろうと決めたのはいつですか。あてはまるものを1つ選んでください。

→教員志望を高校までの入学時以前に決めているのが70%という高率である。逆に,大学院時代に決意す

る学生もいなくはない。

問16　教員になろうとした動機,きっかけは何ですか。(複数選択可能)

→小(43.8%),中(39.0%),高校(27.4%),大学での学習経験(17.8%),教育実習(30.1%)と,各々

の校種における経験が教員志望になんらかの影響を及ぼしているようである。大学における教育実習も,

進路についてのインパクトになっていることが伺われる。

間 17　 現在の学習指 導の力量 につい て , 以 下の項 目はどの程度 の もの と思い ますか。 それぞれの項 目について

あて はまる ものを選 んで ください。

→多くが,授業に積極的に取り組む姿勢は持っている。しかし,「児童・生徒の学力などをとらえる力」「授

業の設計や運営の技術・技能」「教材についての理解と開発能力」「児童・生徒の実態に即した授業能力」

等々の力量は不足していると感じている。

問 18　 現 在 の 生 徒 指 導 の 力 量 につ い て , 以 下 の 項 巨= まど の程 度 の もの と思 い ます か 。 そ れ ぞ れ の 項 目 に つ い て

あ て は ま る もの を選 んで くだ さ い 。

→多くが,生徒指導に関わる,そこそこの姿勢は持っている。しかし,自分の力量不足を感じているようで

ある。具体的には,「児童生徒を指導する技術や能力」「児童生徒を支援する技術や能力」「児童生徒の実

態に即した個別の生徒指導能力」等々において,自信を持てていないようである。

間 19　 現在の学級経 営の力量 につ いて , 以下の項 目は どの程度 の もの と思い ます か。それぞれの項 目について

あて は まる もの を選 んで くだ さい。

→多くが,学級経営に関わる姿勢はあるが,その力量は不足していると感じている。
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問20　 他 の教育活動 の力量 につ いて, 以下の項 目は どの程度 の もの と思 います か。それぞれ の項 目について あ

ては まる もの を選んで くだ さい。

→環境療育,国際理解教育などの新しい教育課題,人権教育や道徳教育という学校教育の実践課題の不足を

感じている。

間 2 1 現 在 の 教 育 状 況 や あ な た の 力 量 か らす る と, 今 後 ど の よ う な領 域 につ い て高 い 技 術 や 方 法 論 を 身 につ け

る こ とが 必 要 と思 い ます か 。 以 下 の 項 巨= まどの 程 度 , 必 要 と思 い ます か 。 そ れ ぞ れ の 項 目 に つ い て あ て

は まる もの を選 ん で くだ さ い。

→子どもとの関係力,学級経営,学校経営,授業や評価の方法の不足を感じている。

→「コンピュータなどの情報機器関係の方法や技術」「外国語でコミュニケーションする力」「規律指導など

を行う方法や技術」「地域社会の人々とつきあう方法や技術」などについて,不足を感じている。

※自由記述から。肯定的評価の評言は除き,課題に関わる評言のみを抽出した。

1「教育学部」として学部教育を強調する必要

2　理論的なことのみでなく,実践的な内容や技能の教授・学習を想像以上に希望している。

3　改善点として指摘のあった事項

(1)教養教育の個別科目の内容(専門の時間の増加要求,1年生の時からもっと専門を組み入れたカリキュラム

の構築,モチベーションの低下)

(2)教養教育のパッケージ科目

(3)教職科目の内容を学校教育の実態に即して構築(とくに,教職入門)

(4)教育実習を公立学校で行い,よりリアルな実践的経験をすることが必要。出身校での教育実習なども取り入

れてはどうか。

(5)教育実習の期間の延長と授業回数の保証により実践的経験を充実させること

(6)教育実習を1年生から体験できるなど早期の段階での設定。いまの子ども達の様子を知ることにより,大学

での勉学に一層力が入る。

(7)教育実習の際,1クラス10人もいたのでは充実した実習ができない。実施授業回数が少ない問題とも関連

する。

(8)教育実習以外に学校や子ども達にかかわるチャンスの保証も大切である。

(9)教職関係科目を実践経験に踏まえて行うこと(理論偏重にしない)。善し悪しはさておき,ともかくも,実践

的な技術・技能に対する要望は強烈にある。実用的でない。血を見ると怖い医者を育てているようなものか。

(10)演習的な授業構成により,学生が考える授業,参加する授業の提供。マイクロティーチングの積極的な導入。

(11)学校現場の先生の講義があるとよい。より,具体的な教育技術,指導技術等を学びたい。

(は)教員採用試験対策用の授業の設定などによる,大学サイドの強力な支援の要請

(13)学生の人数が多すぎて,個に応じた指導を受けたとは言い難かった。

4.調査結果から示唆

以上の結果からは,所見に示したような卒業

生・修了生の意見があった。これらを総括すると,

次のような点が問題点,改善点としてまとめるこ

とができる。

(1)学生は,授業への依存度が高く,創造性に乏

しい。

(2)教育実習への期待が大きい。

(3)教職科目やそれに関連する授業科目を,より

実践的実際的なものに変え,各学校において実

際に必要とされている能力育成に対応すること

が必要である。

これら3点は,2005(平成17)～2006(平成

18)年度に行われるであろう,学部・大学院のカ

リキュラム改善に生かすべきである。
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